
■
白
秋
生
家
記
念
財
団
賞　

田
丸
紗
羽
（
広

島
県
東
広
島
市
立
三
ッ
城
小
６
）、
甲
斐
田
優

香（
昭
代
中
２
）、横
大
路
智
明（
伝
習
館
高
２
）

■
伝
習
館
三
稜
会
賞　

黒
田
実
夢
（
中
島
小

１
）、
井
上
皓
平
（
大
牟
田
市
立
歴
木
中
３
）、

渡
辺
里
実
（
茨
城
県
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園

高
３
）

■
西
日
本
新
聞
社
賞　

川
上
環
（
福
岡
県
福

岡
雙
葉
小
６
）、
山
井
将
真
（
広
島
県
東
広
島

市
立
福
富
中
３
）、
草
野
理
恵
子
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）

■
小
学
校
の
部　

▽
一
席
＝
漢
那
爽
大
（
柳

河
小
２
）
▽
二
席
＝
龍
一
吹
（
矢
ヶ
部
小
４
）、

田
島
愛
佳
（
豊
原
小
３
）、
森
田
明
日
香
（
両

開
小
６
）、
新
田
夢
貴
（
豊
原
小
６
）
▽
三
席

＝
金
子
彰
杜
（
蒲
池
小
１
）、
荒
木
美
優
（
蒲

池
小
４
）、
三
小
田
和
斗
（
豊
原
小
２
）、
田

中
隆
太
郎
（
中
島
小
３
）、
須
㟢
康
成
（
豊
原

小
２
）、
村
上
奈
緒
子
（
城
内
小
５
）、
出
口

心
結
（
中
島
小
１
）、
西
田
千
夏
（
同
３
）
▽

佳
作
＝
江
橋
心
（
矢
ヶ
部
小
４
）、
髙
田
あ
み

る
（
城
内
小
６
）、
古
賀
葵
（
東
宮
永
小
６
）、

榑
林
加
菜
（
両
開
小
６
）、
大
渕
隆
哉
（
昭
代

第
一
小
６
）、
松
藤
晴
香
（
中
島
小
６
）、
平
川

真
菜
（
同
６
）、大
渕
陸
（
同
６
）、吉
富
友
宥
（
柳

河
小
６
）、
田
中
美
羽
（
東
宮
永
小
６
）、
立
花

匠
（
柳
河
小
６
）、
古
賀
和
寛
（
同
５
）、
下
野

駿
汰
（
同
５
）、佐
藤
結
愛
（
昭
代
第
一
小
５
）、

松
尾
姫
楽
（
六
合
小
５
）、
清
松
ふ
き
（
中
島

小
５
）、山
口
航（
矢
ヶ
部
小
５
）、中
村
莉
子（
柳

河
小
５
）、
下
河
愛
佳
（
二
ッ
河
小
５
）、
野
口

直
樹（
城
内
小
４
）、石
橋
滉
一
朗（
矢
留
小
４
）、

津
㟢
さ
や
か
（
矢
留
小
６
）、
袖
崎
啓
揮
（
藤

吉
小
４
）、
太
田
仁
渉
（
昭
代
第
一
小
４
）、
古

賀
夏
鈴（
東
宮
永
小
３
）、浅
野
晶（
藤
吉
小
３
）、

椛
島
萌
（
大
和
小
３
）、
柴
田
茉
奈
（
二
ッ
河

小
２
）、
大
村
彩
花
（
矢
留
小
２
）、
田
中
雄
大

（
柳
河
小
２
）、
椛
島
那
音
（
昭
代
第
二
小
２
）、

江
口
優
凛
（
矢
留
小
２
）、高
椋
姫
華
（
同
２
）、

白
谷
彩
花
（
豊
原
小
２
）、
大
津
力
輝
斗
（
皿

垣
小
２
）、
田
代
和
花
（
矢
ヶ
部
小
２
）、
池
上

遥
果
（
蒲
池
小
２
）、
宮
本
季
庸
子
（
柳
河
小

１
）、
大
曲
七
海
（
昭
代
第
二
小
１
）、
西
田
百

花
（
中
島
小
１
）、古
賀
さ
く
ら
（
城
内
小
１
）、

荒
巻
拓
海
（
昭
代
第
二
小
１
）、
森
田
楓
（
同

１
）、西
田
有
希
（
中
島
小
１
）、飯
田
聖
己
（
昭

代
第
二
小
１
）、
松
藤
汰
史
（
中
島
１
）

■
中
学
校
の
部　

▽
三
席
＝
梅
㟢
瑠
果
（
柳
城

中
２
）
▽
佳
作
＝
木
下
将
希
（
柳
南
中
３
）、
古

賀
伽
蓮（
柳
城
中
３
）、白
谷
ほ
の
か（
大
和
中
３
）、

白
谷
彩
（
柳
南
中
３
）、
野
口
侑
希
（
柳
城
中
３
）

■
高
校
・
一
般
の
部
　
▽
三
席
＝
平
河
夏
鈴

（
伝
習
館
高
２
）、
松
本
良
子
（
西
蒲
池
）
▽

佳
作
＝
平
野
綾（
伝
習
館
高
１
）、荒
木
麻
友（
同

１
）、
髙
瀬
香
菜
子
（
同
２
）

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品

　
頂
点

闇
の
中
に
続
く
崖
を

金
色
の
蛇
が
駆
け
上
る

そ
の
残
像
の
先
に
は

渇
い
た
破
裂
音
が
待
ち
受
け
て
い
る

一
発
め
　
　
　
　
。

光
の
シ
ャ
ワ
ー
は
空
を
覆
い

た
ち
こ
め
る
火
薬
の
匂
い
を

秋
風
が
消
し
て
ゆ
く

眠
れ
な
い
星
た
ち
が

煙
を
吸
い
込
ん
で

銀
色
の
蛇
に
話
し
か
け
る

「
も
っ
と
高
い
所
へ
行
く
ん
だ
。」

二
発
め
　
　
　
　
。

破
裂
音
は
散
り
ば
め
ら
れ

オ
レ
ン
ジ
色
の
花
に
な
っ
た

そ
し
て
風
が
吹
い
た

少
し
冷
た
い
風
が
吹
い
た

●作者
　坂本泰

た い ち

地 君（大牟田市立歴木中学校 3 年）

●受賞コメント
　この詩は、夜空に打ち上げられる花火を見た時の感

動を言葉にしたものです。光を発しながら、頂点を目

指す花火の力強さ、それは、一瞬だからこそ人の目に

焼きついて、はなれないのです。僕は、美しい日本語を

もっと学び、もっと素晴らしい詩を書こうと思います。

坂本泰地君（大牟田市立歴木中学校）が
最高賞の文部科学大臣賞に輝く

詩聖　北原白秋
（1885～ 1942）

3 広報やながわ 2013.10.15 2広報やながわ 2013.10.15

　北原白秋の命日である11月 2日を中心に、市内

ではさまざまな文化行事や芸能行事が催されます。

■水上パレード
○日時　11 月 1 日
（金）～ 3 日（日・

祝）、各日とも午後

6時出発

○会場　柳川橋～
かんぽの宿柳川付

近（川下りコース）

【 問 】 柳 川 市 観 光
案 内 所（ ☎ 74・
0891）
■白秋祭式典
○日時　11月 2日（土）、午前 10時～正午
○会場　白秋詩碑苑（柳川市立矢留小学校西）
■第 43 回北原白秋顕彰短歌大会
○日時　11 月 2 日
（土）、午後 1時～

○会場　あめんぼセ
ンターAVホール

■第 26 回柳川市総
合美術展
○ 日 時　10 月 27
日（日）～ 11 月 4

日（月・振休）、午

前 9時～午後 6時（10 月 27 日は午前 9時 30 分

から、11月 4日は午後 5時まで）

○会場　市民体育館
■北原悌二郎回顧展
○日時　10月 30日（水）～ 11月 4日（月・振休）、
午前 9時～午後 6時（11月 4日は午後 5時まで）

○会場　市民体育館
■北原白秋生家・市歴史民俗資料館・旧戸島家住
宅無料開放
○日時　11月 2日（土）、午前 9時～午後 5時
■白秋祭協賛文化祭
○日時　10月 26日（土）～ 11月 10日（日）　
○会場　市民会館など
■大和町文化祭
○日時　11月 16日（土）、17日（日）
○会場　大和公民館
■三橋文化協会文化祭
○日時　10月 19日（土）、20日（日）
○会場　三橋公民館

【問】市生涯学習課文化係（☎ 77・8832）

白 秋 祭 関連行事の
お知らせ

■
文
部
科
学
大
臣
賞　

坂
本
泰
地
（
大
牟
田

市
立
歴
木
中
３
）

■
福
岡
県
知
事
賞　

大
塚
康
誠
（
愛
媛
大
学
教

育
学
部
附
属
小
４
）、
中
村
瑠
南
（
東
京
大
学
教

育
学
部
附
属
中
３
）、
橋
本
真
衣
（
三
池
高
１
）

■
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞　

田
中
貴
久
（
蒲

池
小
５
）、
谷
友
恵
（
愛
知
教
育
大
学
附
属
岡

崎
中
３
）、
古
賀
春
香
（
伝
習
館
高
３
）

 平成 25 年度白秋献詩に国内外から 8348 編

　柳川が生んだ偉大な詩人、北原白秋。その偉業をたたえ、詩への関心を高
めるために、市では毎年、白秋献詩を募っています。国内はもとより海外か
らも作品が寄せられており、今年は合計 8348 編の応募がありました。特
選と市内からの入賞者は次のとおりです（かっこ内は学校名と学年。敬称略）。

　 

特
　
選

　 

市 

内 

入 

選 

者


